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思いやりの精神（こころ）でロータリーを楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう 
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基本的教育と識字率の向上月間 

 

9 月の第 3 週となりました。3 か月が過ぎました。まだこれからが長

い道のりになります。もうしばらく皆さんよろしくお願いします。 

本日は、2024~25 年度国際ロータリー第 2740 地区第 7 グループ麻生ガバナー補佐来訪いただき

ありがとうございます。地区大会まで 2 か月が切りました。何とか皆さんと協力しながら素晴ら

しい地区大会を迎えられるよう、準備を進めていきたいと思っていますので、どうぞよろしくお

願いします。 

8 月 7 日頃が今年の立秋となっています。もう 1 か月前になりますが、1 年に 24 ある節気のうち

の 13 番目にあたり、春夏秋冬それぞれ「立」の付く節気で、これらはすべて季節の始まりを表し

ます。立春 立夏 立秋 立冬 立秋は、日中は暑いものの、朝夕の空気が涼しくなり、虫の声

が聞こえるようになるなど、秋への移り変わりが徐々に感じられるようになります。こうした季

節の筋目を、これまでの生活を見直す機会にするのもいいと考えます。例えば、年初に定めた決

意や年間計画の進捗の確認などあります。筋目ごとの状況を見直すことで、自身の成長や課題を

確認しながら、今後に向けて決意を新たにし、さらなる意欲を高められると思います。節目には

気持ちを新たにして日々を歩んで行きたいものです。いろいろな目標を設定するのにもいろんな

筋目が必要になってきます。夢や希望目標も大きな夢から小さな夢まで、かなえられそうでもな

い夢や目標は、大きく持った方がいいと思います。そうすることがやる気と意欲を維持すること

ができます。目標が明確であると、それを達成するために、日々の努力を重ねることができます。

いつも目標を意識することで、自己モチベーションが高まり、困難な事にも立ち向かう力を発揮

することができます。大きな夢や目標を、持つことは個人の成長にもつながります。それは自分

の可能性や能力にきづくことができます。自己成長は私たちの自信と満足感を高め、将来の成長

に向けてさらに努力をする原動力にもなります。 

7 月より大村ロータリークラブ、スタートして今期「思いやりの精神（こころ）でロータリーを



楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう」のテーマの元、今期の重点目標として、2024―25 年

地区会員大会、そして大村ロータリークラブ 65 周年、月桂樹プロジェクト友愛の輪を広げよう、

また、衛星クラブの立ち上げ、インターアクト年次大会、このような重点目標を上げ進めさせて

いただいています。インターアクト年次大会については 8 月 24 日に無事盛大に開催できました。

他の重点目標については、これから多くの準備をしながら成功できるよう進めていきます。どう

か引き続き皆さんの協力を再度宜しくお願いします。本日の会長の時間とさせていただきます。 

 

四つのテスト■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

１． 真実かどうか 

２． みんなに公平か 

３． 好意と友情を深めるか 

４． みんなのためになるかどうか 言行はこれに照らしてから 

 

 

 

 

【大村北ロータリークラブ 麻生ガバナー補佐】 

創立６５周年おめでとうございます。本日はよろしくお願い致します。（５） 

【大塚会長・宮本幹事】 

麻生ガバナー補佐、大村北ロータリークラブ、指方君、永石君ようこそおいで

下さいました。本日は、クラブ協議会となっております。長時間となりますが

皆様よろしくお願い致します。（３） 

【山口君・小又君】 

国際ロータリー第２７４０地区第７グループ麻生ガバナー補佐、大村北ロー

タリークラブ指方様、永石様ご来訪ありがとうございます。クラブ協議会よろしくお願いいたし

ます。（２） 

【森本英敏君】 

① 第７グループガバナー補佐 麻生康友君、北ロータリーの指方副会長さらに永石君ようこそ

お出掛け下さいました。宜敷ご指導下さい。 

② 前週、欠席お詫び（１） 

【伊達君】 

麻生第７グループガバナー補佐、永石君、指方君ご来訪ありがとうございます。御指導の程お願

い致します。（１） 

【鶴田君】 

麻生ガバナー補佐、大村北クラブ指方君、永石君、本日は御来訪ありがとうございます。まだま

だ暑い日が続いておりますが飲みすぎには注意してお体ご自愛ください。（１） 

【角君】 

２７４０地区第７グループガバナー補佐 麻生君ご来訪ありがとうございます。来週の例会欠席

お詫び申し上げます。（１） 
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【髙瀬君】 

・麻生ガバナー補佐、本日はご来訪頂き、誠にありがとうございます。また、大村北ＲＣ指方副

会長、永石ＳＡＡお会いできて嬉しいです！！ 

・先週の例会、当日のドタキャン大変失礼いたしました。車のタイヤがパンクしてしましました。

皆さんもお気をつけ下さい。（３） 

【原口君・木戸川君】 

本日は麻生ガバナー補佐、指方副会長、永石君ようこそお越し下さり、ありがとうございます。

一年間どうぞよろしくお願い致します。（２） 

【生野君・佐藤君】 

今日皆様にお配りしました、クラウドファンディングのチラシは、大村神社の建て替えの為のも

のです。先々月まで私が会長を務めていました。大村神社氏子青年部の活動として行っておりま

す。目標３００万円、期間もあと１０日ほどなのに、全然届いておりません。支援手続きは、ネ

ットショッピングと同じような具合です。めんどくさいと思う方は私か佐藤へ連絡下さい。なに

とぞなにとぞよろしくお願いします。（１） 

 

 

 

 

 

 

第７グループ ガバナー補佐 

麻生 康友（大村北ＲＣ） 

 

 本年度、第 7 グループのガバナー補佐を務めております、大

村北 RC の麻生康友（職業分類：測量設計業）です。 

 大村ＲＣの会員様には日頃より公私ともにお世話になってお

ります事を、この場をお借りして心より御礼を申し上げます。 

本年度は記念すべき創立 65 周年をお迎えになられ、これま

で在籍された諸先輩の皆様と現会員様、並びに関係各位には心より御祝を申し上げます。 

その創立 65 周年に相応しく、大塚会長らしいクラブテーマ「思いやりの精神（こころ）

でロータリーを楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう」は皆さんに分かりやすく、ロー

タリーの根幹となる親睦を大切にされているテーマであると共感致しました。65 周年を機

に、大村ＲＣ様が益々繁栄されるものとご期待申し上げます。 

本日のクラブ協議会では、大塚会長の方針をはじめクラブ状況報告や各委員長様の方針を

拝聴させて頂きますので、何卒よろしくお願い致します。 

 ますはじめに少しだけ自己紹介を致します。1970 年、大村生まれの大村育ち（18 歳～24

歳まで福岡市在住）の今年 54 歳になりました。 

 2000 年に会社を設立し現在に至っておりますが、8 月に代表取締役を後任へ託しまし

た。 

   Ӳ  ̝ 



 ロータリー歴はプロフィールに記載されているとおり、2010 年の 39 歳時に大村北クラブ

へ入会し、一度退会を経て 2017 年 2 月に再入会をさせて頂き、2018-2019 年度に会長を務

めさせて頂き、伊達会長とは同期会長であり私が尊敬するお一人です。 

 さて本年度は貴クラブ在籍の石坂和彦君がガバナーを務められており、大村からは 29 年

振り、第７グループとしても 23 年振りとなります。 

 大村市内 3 クラブはもとより、島原・島原南ＲＣの会員様からも、暖かいご支援をいた

だけるよう快諾いただき、地区大会は全員登録も承知していただきましたので、大成功に向

けて私も微力ながら協力をさせていただきます。 

 石坂ガバナーの地区テーマは【ロータリーの価値の再発見～ロータリーを語り合おう～一

円融合】と表明され、ご存知のように森地区幹事とともに地区内 55 クラブ、約 2100 名の

ロータリアンにその想いをお伝えされている真っ最中です。 

 本年度のガバナーのご要望として、公式訪問例会後に石坂ガバナーと「ロータリーを語ろ

う会」を実施しております。皆様からの忌憚のないご意見やご質問、ご提案等を頂ければ石

坂ガバナーのお考えを聞くことができ、紳士的なお人柄もお分かりいただけると思います。 

 私のガバナー補佐としての方針ですが、石坂ガバナーの方針や重点項目、新規プロジェク

ト等の運動をグループ内の皆様へ発信していく事ですが、まずは 5 クラブの会員様に私のこ

とを知って頂くことから！と考え、6 月から訪問活動をしております。 

ガバナー補佐の役割は地区とクラブの架け橋になるよう務めること。と言われますが、ク

ラブ独自の伝統や特色を先ずは私自身が理解し、相互の信頼関係を築きながら地区の方針や

重点項目、運動へのご支援とご協力をお伝えしたいと考えます。 

また、クラブ側より地区に対し提案や要望等があれば石坂ガバナー並びに森地区幹事に随

時ご報告するよう務めてまいります。 

一年間という限られた時間ですが、年度内に 6 度は各クラブへ訪問し、情報の共有と事

業計画の進捗状況を把握していきたいと考えております。 

会長・幹事様には大変お手数をお掛けすると思いますが、年中間での各委員会の活動計画

を検証し、目標達成へ向けた進捗をご報告いただきたいと思います。 

 時間の都合上、地区方針や事業等、全部をお伝え出来ませんが、これだけは間違いなく言

えることは、石坂ガバナーはロータリアン御一人おひとりが主役であり、御一人おひとりに

感謝の意をお伝えされていますし、そんな石坂ガバナーの補佐を務めさせていただく事を嬉

しく思います。 

 お声を掛けていただきました、森 広康地区幹事様には心より感謝を申し上げます。 

結びになりますが、大村ＲＣ様の 65 周年を盛大に御祝いするとともに、クラブの更なる

ご発展と皆様のご健康とご多幸を祈念申し上げます。 

本日のクラブ協議会は有意義な時間となりますよう、お願い申し上げます。 

 

【所感】（式次第終盤） 

個人的見解で申し上げます。私が在籍する大村北ＲＣは故佐古亮尊ＰＧが在籍をされてお

られました。毎例会時にロータリー５分間情報としてロータリーの軌跡や転換期、ＲＩ規定

審議会の議題等を分かりやすく紐解き、ご自身の意見や見識を交え、私たち会員に卓話をし



て頂いておりました。 

ロータリーは学びと自己研鑽を実践し、会員同士が切磋琢磨することで誠の親睦が築かれ

ると確信しております。私が考える「楽しさ」とは、今現在が楽しいと思うことと、3 年

後？ 5 年後？に「あの時は大変だったけど、今思えば成長させて頂いたなぁ～」と思える

事も「楽しさ」だと思います。 

共に成長しながら、小さい事でも人の為に立ちたいと思う気持ちと実践する決意があれ

ば、それでこそロータリアンです。 

皆様、素晴らしい未来を創造し、ロータリーを楽しんでください。 

 

 

 

 

 

 

 

クラブ管理運営委員会 

委員長 梅澤 成朗  

今年度クラブ管理運営委員会の委員長を仰せつかっております梅

澤です。 

ご存じのとおり「思いやりの精神（こころ）でロータリーを楽しみ 

ロータリーの仲間の輪を広げよう」という大塚会長のクラブ基本方

針が掲げらております。 

「会員同士のコミュニケーションがしっかりとれ、ベテラン・新人

に限らず互いに認め合い、絆を深め、協力し合うことが出来る会員の方々の集まり」というのが

大村クラブであると思います。そのようなクラブとなるため、本年度のクラブ管理運営委員会は、

今年一年、親睦活動や勉強会等を精力的に行っていきたいと思っております。 

具体的には親睦活動では野島小委員長を中心に、恒例の季節例会を、現在準備の大詰めを迎えて

おります来週の石坂ガバナー公式訪問に合わせ観月例会から執り行い、12 月クリスマス例会、1

月新年賀寿例会、4 月 65 周年記念例会、5 月菖蒲例会へとつなげてまいります。各例会ともご家

族の皆様にも気軽にご参加いただけますよう、楽しめるプログラムをご準備していきたいと思っ

ております。 

また、ロータリー情報では酒井小委員長のもと、会員歴の浅い方々への大村クラブの歴史・情報

などの基礎的な事柄から、これからのクラブづくりを担う次期リーダーの方々を含め知識を習得

するための勉強会などを行っていただきます。 

このように、クラブ管理運営委員会は親睦活動を中心にプログラム管理を含め、例会の工夫をす

ることで出席率の向上を促し、楽しめる事業活動を目指してまいります。 

特に今年度は石坂ガバナ年度という事もあり、大村クラブ全員で取り組んでいかなければならな

いことがこれからも多くありますので、一致団結するためにも楽しめる親睦活動を推進して参り

ますのでご協力をお願いします。 
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会員増強委員会 

委員長 渡邉 雅大 

会員増強委員会理事の渡邉です。 

 本年度における当委員会の事業について説明いたします。 

 当委員会にて行う事業は、主として①入会候補者の入会手続の履践

（目標：純増３名）と、②衛星クラブ設立に向けた具体的検討の２つ

です。 

 ①については、すでに４名の会員が入会しており、順調な滑り出し

をみせています。今後も、皆様からの推薦をお待ちしております。 

 ②については、先日、例会内で卓話をさせていただきましたとおり、

まずは、衛星クラブとは何かを理解していただくことが必要と考えています。すでに皆様には衛

星クラブに関する資料を配布済みですし、これをご覧いただいた上で、各会員でその必要性につ

いて考え、議論していただきたいです。 

 今後の活動ですが、直近では９月１８日の昼頃、会長・幹事と衛星クラブ設立に関するスケジ

ュール等について協議することとなっております。また、１０月以降、衛星クラブへゲスト参加

し、実際の活動を見学する予定です。その後は、会員間での意見交換を経て、設立申請の可否を

理事会に上程致します。 

本年度は、先に開催されました IA 年次大会をはじめ、地区大会、さらには６５周年記念例会な

ど、大掛かりな事業が多くあります。衛星クラブ設立も、今後のクラブの活動に少なからず影響

がある事業ですので、きわめて重要なものといえるでしょう。 

当委員会の今後の活動にご期待いただければと存じます。また、会員増強のための各事業に関

し、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

IT 公共イメージ委員会 

委員長 角 徹 

 

公共イメージ委員会では外向けの情報提供と内向きの情報提供の 2

つの取組を行っています。 

外向けの情報提供はクラブ広報小委員会原口君、辻君、森田君を中

心に行っています。現在、地区委員会の DX 化に合わせて、2740 地区

DX 小委員会原田君（雲仙・諫早南ロータリークラブ）芦塚君の指導

のもとホームページの見直しを進めています。クラブの奉仕活動及び

石坂ガバナー誕生の 2 本柱で構成したいと考えています。記事や写真

等の提供については皆様のご協力をお願いしたいと思います。 

内向きの情報提供については貞松君、荒木君、西川君を中心に雑誌の時間をより充実したもの

になるよう専門的な知見を添えて発表しているところです。ロータリーの広報誌を読むことは会

員の義務のひとつでもありますので、皆さんが興味を持つような記事の紹介を心がけていきたい

と思います。 

 

 



 

 

奉仕プロジェクト委員会 

委員長 木戸川 繭子 

本年度、奉仕プロジェクト委員長を仰せつかりました、木戸川です。 

本日は麻生ガバナー補佐、どうぞよろしくお願いいたします。 

当委員会は、職業奉仕、青少年奉仕、社会奉仕の３つの部門で奉仕の理

念に基づいた事業を実施しております。 

7 月スタートと同時にまず、当クラブのホスト校の向陽高校とコホスト

校・大村工業高校、大村城南高校が主管で 8 月に開催されたインターア

クト年次大会へ向け、本格的な準備を連日クラブ一丸となって取り掛か

りました。今回、大村北クラブ様、大村東クラブ様には準備から当日ま

で多大なるご協力をいただきましたことに感謝申し上げます。10 月には向陽高校の生徒の皆さん

が年次大会の報告にいらっしゃる予定です。これからも青少年の奉仕の心と国際理解に対して育

む心に貢献できますように、また活動がさらに活性化し充実し、青少年の力でより良い社会を築

いて行くことを願って、協力、支援が出来ればと生徒の皆さんの報告を楽しみにしております次

第です。 

また、前回の例会では青少年活動支援で大村第１団ボーイスカウト様より、「他者への奉仕、利他

の心を大切にする」理念のもと活動報告の卓話をいただきました。 

 さらに本年度、当クラブは６５周年の節目の年を迎えます。大塚会長の「思いやりの精神（こ

ころ）でロータリーを楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう」のクラブテーマのもと、４つ

のテストに加え、「ロータリアンの行動規範」の唱和を月に一度行っております。こちらも私を含

む入会の浅い会員にロータリアンにとっての職業奉仕の理念に基づいて、考え行動する指針とな

ればと委員会として月に 1 度実施させていただいております。 

早速、先日の危機管理セミナーにおいてもロータリアンの行動規範が取り上げられておりました。 

 

そして、9 月８日のロータリー奉仕デーでは、姉妹クラブであります角館クラブとの友好のシン

ボルであります、大村公園の枝垂桜周辺の清掃活動を行いました。こちらも、65 周年の事業とい

たしまして、市民の皆様にも喜んで頂ける場所として花育活動とともに土壌改良の実施を考えて

おります。 

また、地区の重点事業の一つでもあります、ポリオ根絶、ポリオゼロに向けて、昨年度開設され

ましたニコニコ BOX にポリオプラス募金を併せたニコニコプラスの制度を会員の皆様のご協力

の元、引き続き実施しております。 

本年度も、例年実施されてきた事業に加えまして、一年間を通し、石坂ガバナーの地区基本方針、

運営方針に沿って、継続と変化のバランスのとれた運営を心がけ実施してまいります。皆様、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 



 

 

委員長  

生野 信一郎 

事業計画としましては 9 つです。 

本年度事業計画 

月 1 回の軽食日設定による差額分をロータリー財団への寄付とする。 

ロータリー財団への年次寄付目標を一人平均 150＄とし推進する。 

米山記念奨学会への年次寄付目標を一人平均 16,000 円とし推進する。 

ポリオプラス基金への年次寄付目標を一人平均 30＄とし推進する。 

ニコニコボックス時の追加寄付（ニコニコプラス）を今年も実施する。 

米山奨学生を例会に招聘し卓話を依頼する。 

ポールハリスフェローの排出を推進する。 

新入会員入会時に、国際奉仕基金として既存会員より各 1,000 円の協力を依頼して事業積立金へ

積み立てる。 

ロータリー財団の活動を知る例会卓話を実施する。 

以上が本年度「ロータリー財団委員会」の方針です。 

石坂ガバナーの公式訪問でも必ず伝えてあるのが、2・3・4 の 3 つです。それだけ重要で強く進

めなければならない事かと思います。大村クラブとしても強く後押しするため頑張っていきたい

と思います。 

１クラブではできない、クラブやロータリアンが連携や代表者、専門家に活動していただくよう

なこと、に財政面から支援するロータリー活動にとってなくてはならない貴重な財産です。 

皆様のご理解とご支援をいただけるよう活動してまいります。よろしくお願いいたします。 

 

 

SAA 

山口 稔 

皆様こんにちは。今年度 SAA を仰せつかりました山口です。 

昨年度に引き続き SAA という大変責任ある役割を仰せつかりました。

よろしくお願いいたします。 

 新年度に入り、早くも 9 月中旬に差し掛かり、SAA としては少し慣

れてきたところもありますが、例会での時間管理がしっかりできない

ときもあり反省することも多くあります。 

先日の例会ではプログラムに取り入れる内容が多かったことから、食

事の時間もあまりとれずに、終了が予定よりかなりオーバーしてしまい、皆様には大変ご迷惑を

おかけしたこともありました。 

何事においても成功のこつは、ビジネス用語でも使われる通り、しっかりした準備段取りが 8

割、実行２割であることを改めて肝に銘じました。 

さて、今年度の例会運営は、大塚会長が掲げられたテーマ「思いやりの精神（こころ）でロータ



リーを楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう」、このテーマを念頭に、限りある時間を最大限

に生かしながら、規律ある中にも明るく楽しく、時には笑いにも満ちた和やかな雰囲気で進める

とともに、出席した会員・ゲストが「来てよかった」と心から思える例会となるよう目指してま

いります。 

そのために具体的行動としては、 

・大塚会長、宮本幹事、親睦活動委員会、事務局の仲田さんそれぞれの皆さんと事前の段取り準

備含めしっかり連携し例会に臨むとともに、例会中における時間管理を SAA3 名で協力してスム

ーズな進行を心掛けます。 

・食事の時間は最大限に重視し、会員同士が楽しく会話できる時間をできるだけ確保する努力を

行います。 

・明るく、楽しい雰囲気で例会が進むことを皆さんが意識できるよう、例会開始時に SAA が出席

者に対して一言呼びかけします。 

以上、3 点を重点事項として 1 年間一生懸命取り組んでまいります。 

また、石坂ガバナーのもと、地区では副幹事としてガバナーに帯同させていただいております

が、訪問する各クラブ、例会の進め方や盛り上げ方が違っており、とても新鮮で参考になること

も多く、SAA として今後、この見聞きしたことを生かしていければと考えております。 

未熟な点も多々あり、ご迷惑をおかけしますが、皆様引き続きよろしくお願いいたします。 

 

  

幹事報告■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

●今後の予定について 

 

【クラブ】 

10/10 会費引落し  

 

【地区】 

11/8~９地区大会 

９月第３例会（９月１７日）出席率８０．５％修正出席率９月３日）９５％ 

大村ロータリークラブ 

TEL：０９５７-４２-６１９２     FAX：０９５７-４２-６１９３ 
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